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ISO11898-2 概観 
ISO11898は伝達手段で高速CANコミュニケーションの国際基準です。ISO-１１８９８-２がPMAと物理レイヤーのＭＤＡサブ

レイヤーを指定します。ISO-１１８９８によって記述されるように、共通のCANノード/バスの表示のために図３を見てください。 

バスレベル 
CANは２つの論理的なステートを指定します：レセッシブとドミナント。図２に示されるように、ISO-１１８９８がレセッシブとドミ

ナントステート（あるいはビット）を表すために１つの差動電圧を定義します。レセッシブステート（すなわち、MCP2551 TXDに

関する「１」が入力したロジック）で、CANHとCANLに関する差動電圧は最小閾値（0.5V受信器入力＜あるいは1.5V送信

器出力）より少しです（図４参照）。ドミナントステート（すなわち、MCP2551 TXDに関する「０」が入力したロジック）で、

CANHとCANLに関する差動電圧は最小閾値より大きいです。１つのドミナントビットはバス上で非破壊ビットワイズアービト

レーションを達成する１つのレセッシブビットをオーバードライブする。 

コネクターとワイヤー 
ISO -１１８９８-２は機械的ワイヤーとコネクターを指定しません。しかしながら、仕様はワイヤーとコネクターが電気的特性を

満たすことを要求します。仕様は同じくバスのそれぞれの終端における（名目上の）ターミネート抵抗器１２０(Ωオーム)を必

要とします。。図３が ISO-１１８９８に基づいてCANバスの例を示します。 

 
 



 

 

 

 



 
 

安定 
ISO11898-2仕様はフレキシブルであるか、あるいは互換性があるトランシーバーが多くの電気の仕様を満たさなくてはならな

いことを要求します。これらの仕様のいくつかが、それによってCANノードのコミュニケーションをプロテクトして、トランシーバーが

厳しい電気条件から残存することを保証するように意図されます。トランシーバーは－150Vから＋100Vまで－3Vから＋32V

と遷移電圧までCANバスインプット上にショートから残存しなくてはなりません。 表１が、MCP2551仕様と同様、主要な

ISO11898-2の電気の必要条件を示します。 

 

 



 

 

バス長 
ISO11898 がトランシーバーが１Ｍｂ/ｓにおいて40mバスをドライブすることができなければならないことを明示します。データ

レートを遅くさせることによって、より長いバス長が達成されることができます。バス長への最も大きい限界はトランシーバーの

伝搬遅延です。 

 

伝搬遅延 

CANプロトコルは非破壊ビットワィズアービトレーション方式を実行するためにレセッシブ（ロジック「１」）とドミナント（ロジック

「０」）ステートを定義しました。最も伝搬遅延で影響を受けているのはこのアービトレーション方法論です。アービトレーション

で関係しているそれぞれのノードが同じビット時間以内にそれぞれのビットレベルをサンプルすることができなければなりません。

例えば、もしバスの終端における２つのノードが同時にそれらのメッセージを送信し始めるなら、それらはバスのコントロールの

ためにアービトレート(通信調停)しなくてはなりません。もし両方のノードが同じビット時間の間にサンプルすることが可能であ

るなら、このアービトレーションはただ効果的なだけです。 図５が２つのノード間に一方向の伝搬遅延を示します。極端な伝

搬遅延（サンプルポイントを越えて）が無効なアービトレーションをもたらすでしょう。 これはバス長が所定のCAN データレート

において限定されていることを意味します。物理的なバス（tbus）に関するシグナルのラウンドトリップ時間、アウトプットドライ

バー遅延（tdrv）とインプットコンパレータ遅延（tcmp）であるとして、CANシステムの伝搬遅延は計算されます。システムでの

すべてのノードが類似のコンポーネント遅延を持っていると想定して、伝搬遅延は数学上説明されます： 

 

EQUATION 1: 
tprop 2 tbus tcmp tdrv + + ( ) . = 

 

 



詳細はホームページ http://www5b.biglobe.ne.jp/~tekhanzo/ 
                      をご確認ください。 
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